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［総合評価］※上記４つの視点を踏まえ、事業全体を評価。区民生活への影響を十分考慮すること。 今後の方向性

拡大
改善
維持
縮小
廃止・終了

労働力人口が減少し、区内中小企業の人材確保が困難になっている中、人材教育の重要性はま
すます高まってきている。人材教育に取り組もうという区内中小企業を後押しする事業として、実績
も上がっているため、維持とする。

維持

手段の適切性 3 対象となる研修会の範囲が広く、比較的簡易に申請ができるという点で、他の公的機関の支援にはない特色
を持っており、区内中小企業が利用しやすい支援策となっている。

目的達成度 4 支援対象のすべてから、受講の効果があったとの報告を受けている。区内中小企業の人材育成の一助となっ
ている。

評
価
の
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評価 評価の理由

必要性 3
労働力人口が減少し、区内中小企業の人材確保が困難になっている中、従業員一人ひとりの生産性を上げて
いかなければならない。人材教育の重要性はますます高まってきており、それを後押しする支援が必要であ
る。

効率性 3 区や産業振興事業団が直接研修会を実施する他、民間機関等で実施している研修会への参加を促す仕組み
を組み合わせていくことで、効率的に様々な業種の多様なニーズに対応していくことができている。

　一般財源（区負担額） 1,119 1,245 1,389

課題及び
今後の進め方

平成３０年度は、申請者が多く、6月の初旬に予算満了となり、受付を終了した。この状況を鑑み、令和元年度は本事業
を拡充し（予算額・件数）、実施している。今後も、社会経済情勢の変化や区内事業者のニーズを勘案しながら、柔軟に
対応していく。

財源項目

(単位：千円)

　受益者負担額（使用料・手数料・負担金など） 0 0 0

　その他特定財源（国や都の支出金・財産収入など） 0 0 0

316 403 507

　総経費 1,119 1,245 1,389

事務事業コスト

(単位：千円)

　人にかかるコスト（人件費など） 803 838 882

　物にかかるコスト（物件費・維持補修費） 0 4 0

　その他のコスト（扶助費・補助費など）

成果指標

効果があったと回答した企業の割合 ％ 90.0 100.0 100.0 100.0

活動指標

90.0

H30年度

316 407

目標値 実績 実績 実績 目標値 達成率

26 20 130.0%30 17 19

111.1%

507

中小企業の人づくり支援

事
務
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種　別 指標の名称 単位
R２年度 H28年度 H29年度 H30年度

助成件数 件

　
　　決算額　(単位：千円)

H28年度 H29年度

事
務
事
業
の
概
要

行政計画 事業NO. 142 計画事業名

[事業開始] 平成 年度

事業内容
[H30年度]

区内の中小企業の事業主・従業員が職務技能等の向上のために専門講座を受講する場合、その経費の一部を助成する。
助成率　受講料の２分の１(皮革製造技術者養成支援事業に参加決定事業者の場合は３分の２）
限度額　１社あたり３万円(皮革製造技術者養成支援事業に参加決定事業者の場合は５万円）

委託の有無 なし
委託内容 　 なし

補助金の有無 なし

 [基本目標]

令和元年度　事務事業評価シート

事務事業名 中小企業の人づくり支援
所
管

文化産業観光部

産業振興課

事業対象

事業目的 経営の改善や人材の育成のための講演会、セミナー等への参加を促進し、中小企業の人材育成を図る。

 [施　　策] 33　産業を支える人材の確保・育成 [終了予定] 　 年度

根拠法令等 要綱 〔法令等名〕 中小企業の人づくり事業助成金交付要綱（事業団）

長期総合
計画体系

活力にあふれ多彩な魅力が輝くまちの実現

事業の開始・終了年度

最終的な対象

直接の対象 区内中小企業

同上


